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50  富永哲郎，竹下浩明，若田幸樹，國﨑真己，角田順久，日高重和，永安 武，澤井照光：高齢者大腸癌症例における

術前リスク評価法の検討．第 13 回日本消化器外科学会総会プログラム集 P-194, 2015 
 
51  日高重和，黨 和夫，山根裕介，野中 隆，竹下浩明，角田順久，矢野 洋，土谷智史，山崎直哉，澤井照光，安武 

亨，永安 武：大学病院における若手外科医獲得から内視鏡外科修練へ向けた教育プロジェクトの試み．第 28 回日本内

視鏡外科学会総会プログラム集 OS33-7, 2015 
 
52  竹下浩明，富永哲郎，若田幸樹，村上豪志，國﨑真己，角田順久，日高重和，澤井照光，永安 武：腹腔鏡下大腸全

摘・回腸嚢肛門(管)吻合術後の腸閉塞対策-セプラフィルム貼付と outlet obstruction 予防-．第 28 回日本内視鏡外科学会総

会プログラム集 OS196-5, 2015 
 
53  若田幸樹，日高重和，富永哲郎，村上豪志，國﨑真己，角田順久，竹下浩明，澤井照光，安武 亨，永安 武：LADG、

LAC-HAR 後の残胃癌に対して LATG を施行した 1 例．日本内視鏡外科学会総会プログラム集 OS317-5, 2015 
 
54  黨 和夫，竹下浩明，荒井淳一，高木克典，國﨑真己，阿保貴章，日高重和，七島篤志，澤井照光，永安 武：サル

コイドーシスとの鑑別に苦慮した直腸癌再発の 1 例．第 52 回九州外科学会プログラム・抄録集 80, 2015 
 
55  富永哲郎，竹下浩明，若田幸樹，國﨑真己，角田順久，日高重和，永安 武，澤井照光：高齢者大腸癌症例における

術前リスク評価法の検討．第 105 回日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 70, 2015 
 
56  竹下浩明，富永哲郎，若田幸樹，村上豪志，武岡陽介，濱田聖暁，國﨑真己，角田順久，日高重和，澤井照光，永安 

武：直腸癌に対する低侵襲手術としての通常腹腔鏡下手術における予後向上および術後合併症低減の試み．第 105 回日本

消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 74, 2015 
 
57  若田幸樹，日高重和，富永哲郎，村上豪志，國﨑真己，角田順久，竹下浩明，澤井照光，安武 亨，木下直江，永安 

武：胃粘膜下腫瘍様の形態を呈した胃アニサキス症の 1 例．第 105 回日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 
107, 2015 
 
58  白石惠子，國﨑真己，日高重和，若田幸樹，山口直之，福田浩子，荒井淳一，黨 和夫，竹下浩明，澤井照光，安武 

亨，永安 武：胃穿孔を伴った進行胃癌の 1 例．第 99 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 124, 2015 
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59  富永哲郎，竹下浩明，若田幸樹，村上豪志，國﨑真己，角田順久，日高重和，澤井照光，永安 武：IBD に合併した

大腸癌の検討およびサーベイランスについて．第 40 回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 33, 2015 
 
60  竹下浩明，富永哲郎，若田幸樹，村上豪志，國﨑真己，角田順久，日高重和，澤井照光，永安 武：当科における

StageⅣ大腸癌に対する治療について．第 40 回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 36, 2015 
 
61  赤間史隆，澤井照光，中島正洋：バーター症候群に合併した多発肝転移を伴う S 状結腸癌の 1 例．第 40 回日本大腸

肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 45, 2015 
 
62  松尾留美子, 楠葉洋子, 澤井照光, 橋爪可織, 黒田裕美, 森下暁, 徳永陽子, 寺尾 敦, 久田明子, 浦田秀子：肺が

んで療養している患者の保健行動の実態に関する研究. 第 29回日本がん看護学会学術集会講演集 235, 2015 
 
63  岩永和, 井上真由子, 橋爪可織, 土屋暁美, 竹下良子, 徳永陽子, 寺尾 敦, 楠葉洋子：外来化学療法を受けながら

仕事を継続する要因. 第 29 回日本がん看護学会学術集会講演集 152, 2015 
 
64  楠葉洋子，松浦江美，藤本裕二，中村眞理子，上野和美，藤野裕子：看護大学 4年生の職業的アイデンティティと学

修体験，第 20回日本看護研究学会九州沖縄地方会学術集会抄録集 43, 2015 
 
65  寺尾 敦，有森葉子，楠葉洋子，澤井照光，橋爪可織：肝細胞がん患者の心理的特徴に関する研究，第 28 回日本サ

イコオンコロジー学会総会抄録集 148, 2015 
 
66  徳永陽子，光延厚子，鵜木万千子，円能寺貞子，橋爪可織，楠葉洋子：外来化学療法をうけるがん患者の倦怠感と身

体活動量，第 13 回日本臨床腫瘍学会学術集会抄録集 3-2-2，2015 
 
67  宇野輝恵，金崎若菜，黒田裕美，井川幸子，馬場妙子，山口智美，浦田秀子：慢性心不全患者のセルフケア行動と家

族による支援の関連．第 41 回日本看護研究学会学術集会抄録集 38(3): 212, 2015 
 
68  前川聖一郎，串尾歩美，原千加子，黒田裕美：VDT 作業時間と VDT 症候群の関連～電子カルテシステム導入 8 か月

後の VDT 作業実態調査から～．第 46 回日本看護学会‐看護管理‐学術集会抄録集 382, 2015 
 
69  山口智美，黒田裕美，浦田秀子，一瀬久美子，井口悦子：熟練看護専門職者のアイデンティティと看護継承者への語

りに関する研究．日本看護研究学会第 20 回九州・沖縄地方会学術集会抄録集 80, 2015 
 
70  新川哲子，浦田秀子，吉田浩二，今村圭子，林田直美，高村  昇：福島県川内村の帰村促進のための取り組み－成人・

高齢者の生活習慣病リスク・こころの健康に関する集団比較調査，第 4 回日本放射線看護学会学術集会プログラム・抄録

集 103, 2015 
 
71  田中祐大，折田真紀子，新川哲子，浦田秀子，高村  昇：大学生における「川内村復興子ども教室」活動の現状と課

題，第 4 回日本放射線看護学会学術集会プログラム・抄録集 101, 
2015 
 
72  新川哲子, 吉田浩二, 今村圭子, 金丸由美子, 浦田秀子：若年者と高齢者の咬合力と他の因子との関連. 第 20 回九

州・沖縄地方会学術集会プログラム・抄録集 53, 2015 
 
73  新川哲子, 吉田浩二, 今村圭子, 金丸由美子, 浦田秀子：生体モニタリング評価を通じた重症心身障害者における音楽

療法の有効性の検討. 第 20回九州・沖縄地方会学術集会プログラム・抄録集 73, 2015 
 
74  藪田万喜，内田敦子，永田  明：急性期病院における臨床推論網を活用しての看護診断定着への取り組み．第 21 回

日本看護診断学会学術大会プログラム・抄録集 144-145, 2015 
 
75  内田敦子，藪田万喜，永田  明：看護診断事例検討会ファシリテーター育成に向けての取り組み．第 21 回日本看護

診断学会学術大会プログラム・抄録集 146-147, 2015 
 
76  渡部寿美恵, 淺沼早綾, 今林晴佳, 中野宏隆, 古里千鶴子, 花田裕子, 永江誠治：ADHD の子どもの成長に伴う養育上

の困難さ～2 事例のインタビューより～．第 46 回日本看護学会－精神看護－学術集会抄録集 125, 2015 
 
77  花田裕子, 永江誠治：児童虐待被害児に対する看護師が行う集団療法．第 56 回日本児童青年精神医学会総会抄録集 
12-1, 2015 
 
78  徐 丹, 本田純久, 花田裕子：中国における幼稚園での教師による子どもへの虐待に関する研究．日本子どもの虐待防
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止学会第 21 回学術集会抄録集 162, 2015 
 
79  永江誠治, 河村奈美子, 星美和子, 本田純久, 北島謙吾, 小澤寛樹, 花田裕子：障がいのある虐待被害児の自立に向け

ての養育上の困難さ．日本子どもの虐待防止学会第 21 回学術集会抄録集 224, 2015 
 
80  花田裕子, 永江誠治：ネグレクト環境で養育された姉弟の成人期への移行支援の課題．日本子どもの虐待防止学会第

21 回学術集会抄録集 224, 2015 
 
81  今林晴佳, 中野宏隆, 古里千鶴子, 渡部寿美恵, 浅沼早綾, 永江誠治, 花田裕子：家庭内暴力の環境で育った幼児との

絆形成と心理社会的かかわりの試み．日本子どもの虐待防止学会第 21 回学術集会抄録集 225, 2015 
 
82  森千津子, 大町いづみ, 永石恵美, 松尾寛子, 横堀裕美, 田中憲子, 馬場郁子, 富田陽子, 森山栄子, 藤本真一, 橋村  
愛, 山下季理子, 小川由美子, 副島都志子：研究支援に対する満足度評価からみた研究支援方法の課題. 第 46 回日本看護

学会（看護管理）学術集会抄録集 126, 2015 
 
83  松尾寛子, 大町いづみ, 安藤恵美, 横堀裕美, 馬場郁子, 田中憲子, 森千津子, 富田陽子, 森山栄子, 藤本真一, 橋村  
愛, 山下季理子, 小川由美子, 副島都志：長崎県看護協会会員の研究支援ニーズ－支援満足度との関連－．平成 27 年度長

崎県看護学会学術集会抄録集 52, 2015 
 
84  川村由香子，赤松利笑，中村千佳子，松崎菜美，鈴木千智，渡邉佳子，赤星衣美，江藤宏美：周産期母子センター施

設における周産期データのレトロスペクティブ調査. 小児保健研究，第 62 回日本小児保健協会学術集会講演集 150. 2015. 
 
85  近藤英明・江藤宏美：妊産婦におけるレストレスレッグス症候群の有病率と臨床像, 日本睡眠学会第 40 回定期学術

集会プログラム・抄録集 102, 2015 
 
86  坂本遥，畑中愛，山口ゆかり，江藤宏美，近藤英明：妊婦のレストレスレッグス症候群（RLS）における周期性下肢

運動について．不眠研究会抄録集 24, 2015. 
 
87  佐々木規子：認定遺伝カウンセラーが関わる遺伝教育. 日本人類遺伝学会第 60 回大会プログラム・抄録集 214, 2015 
 
88  長谷川ゆり, 三浦清徳, 東島 愛, 高野 玲, 村上優子, 渕 直樹, 野々下晃子, 三浦生子, 佐々木規子, 増崎雅子, 増崎

英明：当院における母体血を用いた胎児染色体検査の現状. 日本人類遺伝学会第 60 回大会プログラム・抄録集 302, 2015 
 
 
研究業績集計表 教室等名：看護学専攻

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2015 36 0 0 1 18 55 27 23 5 4 6 88 126 181

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2015 4 6 11 21 0 4 84 88 109

論文総数に係る教員生産係数一覧

2015

Impact factor 値一覧

2015

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

0.304 1.897 0.491 0.931

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

52.19 1.8 1.933  


